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▲文学賞の選考会（左から 坂さん・堀江さん・唯川さん）

千
代
田
区
は
、
神
田
神
保
町
の
書
店
街
が
あ
り
、
多
く
の
文
学
者
が
住
ん
で
い
た
ま
ち
と
し

て
も
有
名
で
す
。
区
は
、
こ
の
よ
う
な
文
化
的
・
歴
史
的
な
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
文
学
の
担

い
手
と
し
て
新
た
な
才
能
を
発
掘
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
１８
年
度
に「
ち
よ
だ
文
学
賞
」

を
創
設
し
ま
し
た
。
第
５
回
を
迎
え
る
今
年
は
２７９
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
厳
正
な
審
査
の
結

果
、
大
賞
１
点
と
優
秀
賞
１
点
を
決
定
し
ま
し
た
。

問
合
せ

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
文
化
振
興
係
1
５
２
１
１
―

３
６
２
８

大
賞

脇
真
珠
さ
ん「
夏
の
宴

う
た
げ

」

優
秀
賞

滝
本
正
和
さ
ん「
寝
台
特

急
事
件
」

秋
の
読
書
週
間
に
あ
わ
せ
、
第
２０

回
神
保
町
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

で
、
選
考
委
員
の
　
坂
剛
さ
ん
（
作

家
）、
唯
川
恵
さ
ん（
同
）、
堀
江
敏

幸
さ
ん（
同
）を
迎
え
、
受
賞
作
品
の

選
評
と
受
賞
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
決
定
す
る
「
ち

よ
だ
ジ
ュ
ニ
ア
文
学
賞
」
の
受
賞
作

品
も
発
表
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
ご

覧
に
な
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

と
き

１０
月
３０
日
（土）
１４
時
〜（
３０
分

程
度
）

会
場

神
保
町
さ
く
ら
通
り
中
央
特

設
会
場

■
作
品
集
を
販
売

１０
月
３０
日
（土）
・
３１
日
（日）
の
神
保

町
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
、
第

２
回
か
ら
第
５
回
ま
で
の
作
品
集
を

販
売
し
ま
す
。

第
５
回
作
品
集
は
、
１１
月
１
日
（月）

か
ら
情
報
コ
ー
ナ
ー（
区
役
所
２

階
）・
三
省
堂
書
店
神
保
町
本
店（
神

田
神
保
町
１
―
１
）・
東
京
堂
書
店
神

田
本
店（
神
田
神
保
町
１
―
１７
）等
で

も
販
売
し
ま
す
（
定
価
５００
円
）。

大
賞
が
決
定
　
神
保
町
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
受
賞
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー第

３
回
大
賞
作
品
が
映
画
に

第
３
回
大
賞
作
品
で
あ
る
八
木
沢

里
志
さ
ん
の「
森
崎
書
店
の
日
々
」が

映
画
に
な
り
ま
し
た
。

物
語
は
、
古
書
店
街
を
舞
台
に
、

大
人
へ
と
成
長
す
る
主
人
公
・
貴
子

の
小
さ
な
つ
ま
づ
き
と
さ
さ
や
か
な

希
望
を
ユ
ー
モ
ラ
ス
か
つ
哀
愁
あ
ふ

れ
る
タ
ッ
チ
で
描
い
た
も
の
で
、
夏

か
ら
冬
へ
移
り
変
わ
る「
森
崎
書
店
」

と
神
保
町
の
風
景
が
鮮
や
か
に
描
か

れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
知
っ
て
い

る
風
景
が
数
多
く
出
て
き
ま
す
。

原
作

八
木
沢
里
志

監
督

日
向
朝
子

出
演

菊
池
亜
希
子
・
内
藤
剛
志
・
田

中
麗
奈
・
き
た
ろ
う
・
岩
松
了
・
吉

沢
悠
ほ
か（
敬
称
略
）

１０
月
２３
日
（土）
か
ら
神
保
町
シ
ア
タ

ー（
神
田
神
保
町
１
―
２３
）ほ
か
、
全

国
で
順
次
公
開
予
定
で
す
。
ま
た
、

同
作
品
を
含
む
本
も
出
版
さ
れ
ま
し

た
（
小
学
館
文
庫
５００
円
）。

映
画
の
鑑
賞
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

８０
組
１６０
名
（
抽
選
）

申
込
み

１０
月
２０
日
（水）
（
必
着
）ま
で

に
ハ
ガ
キ
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル（
７
面
参
照
）に「
森
崎

書
店
の
日
々
」
映
画
鑑
賞
希
望
と

記
入
し
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
文
化
振

興
係
（
〒
１０２
―
８６８８
九
段
南
１
―
２

―
１
1
５
２
１
１
―

３
６
２
８
6
３
２
６
４

―

７

９

８

９

●

b
u
n
k
asu
p
otsu

@

city
.c
h
iy
o
d
a
.lg
.

jp

）へ
。

※
当
選
者
の
発
表
は

発
送
を
も
っ
て
代

え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

四
番
町
歴
史
民
俗
資
料
館
は
、

桜
田
門
外
の
変
や
は
し
か
の
流
行

な
ど
、
激
動
の
時
代
に
あ
っ
た
幕

末
の
千
代
田
の
実
像
に
つ
い
て
、

世
相
と
文
化
の
面
か
ら
紹
介
す
る

特
別
展「
千
代
田
の
幕
末
―

１５０
年

前
の
世
相
と
文
化
―
」を
１１
月
１４

日
（日）
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
関
連
し
た
資
料
館
講
座

を
開
催
し
ま
す
。
特
別
展
見
学
と

あ
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
第
１
回
「
文
久
の
は
し
か
絵

に
つ
い
て
」

と
き

１０
月
２６
日
（火）
１４
時
〜
１６
時

講
師

富
澤
達
三
さ
ん
（
神
奈
川

大
学
特
別
研
究
員
）

■
第
２
回
「
清
河
八
郎
町
人
無

礼
討
ち
を
見
直
す
町
方
同
心

手
帳
の
発
見
」

と
き

１１
月
２
日
（火）
１４
時
〜
１６
時

講
師

西
脇
康
さ
ん
（
早
稲
田
大

学
講
師
）

■
第
３
回
「『
藤
岡
屋
日
記
』
に

み
る
万
延
・
文
久
の
千
代
田
」

と
き

１１
月
９
日
（火）
１４
時
〜
１６
時

講
師

滝
口
正
哉
（
四
番
町
歴
史

民
俗
資
料
館
学
芸
員
）

―
い
ず
れ
も
―

会
場

四
番
町
歴
史
民
俗
資
料
館

（
四
番
町
１
）

定
員

各
回
２５
名
（
申
込
順
）

受
講
料

各
回
２００
円

申
込
み

各
回
前
日
ま
で
に
電

話
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル（
７
面
参
照
）に
希
望
講

座
名
を
記
入
し
四
番
町
歴
史
民

俗
資
料
館（
1
３
２
３
８
―

１
１
３
９
6
３
２
３
８
―

０
７
３
９
　rekim

in@
vesta.

ocn.ne.jp

）へ
。

特
別
展「
千
代
田
の
幕
末
―
１５０
年
前
の

世
相
と
文
化
―
」関
連
講
座

町
会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
・
企
業
な
ど
、
区
に
住
み
、
働

き
、
学
ぶ
、
多
く
の
人
た
ち
が
参

加
し
、
出
会
い
や
ふ
れ
あ
い
を
通

じ
て
、
と
も
に
支
え
あ
う
「
ち
よ

だ
の
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
実

感
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
今
年

の
メ
イ
ン
ゲ
ス
ト
は
桂
小
金
治

こ

き

ん

じ

さ

ん
＝
写
真
＝
で
す
。

と
き

１０
月
２３
日
（土）
１１
時
〜
１６
時

（
一
部
１１
時
３０
分
〜
）

会
場

区
民
ホ
ー
ル（
区
役
所
１

階
）ほ
か

内
容

１１
時
＝
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
（
千
代
田
の
杜
少
年

少
女
合
唱
団
の
コ
ー
ラ
ス
）／

１１
時
３０
分
〜
１４
時
５０
分
＝
食
べ

物
横
丁（
焼
き
そ
ば
、
だ
ま
こ

汁
な
ど
）・
演
劇
と
ク
イ
ズ
「
悪

徳
商
法
を
撃
退
し
よ
う
。
心
の

す
き
間
に
ご
用
心
」・
子
ど
も
の

防
災
体
験
・
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

ほ
か
／
１４
時
〜
１５
時
＝
桂
小
金

治
さ
ん
の
講
演
会
「
人
の
心
に

花
一
輪
」
／
１５
時
〜
１６
時
＝
エ

ン
デ
ィ
ン
グ（
立
道
聡
子
さ
ん

〈
全
盲
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ー
〉
の
ス
テ
ー
ジ
・
福
引

き
大
会
・
ふ
れ
あ
い
川
柳
グ
ラ

ン
プ
リ
発
表
）ほ
か

問
合
せ

社
会
福
祉
協
議
会
　

1
５
２
８
２
―
３
７
１
１

6
５
２
８
２
―
３
７
１
８

info@
chiyoda-cosw

.or.jp

http://chiyoda-cosw
.or.jp

第
５
回
ち
よ
だ
文
学
賞

作
家
を
迎
え
受
賞
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

映
画
に
８０
組
１６０
名
を
招
待

四
番
町
歴
史
民
俗
資
料
館

脇真珠さん

つ
な
げ
よ
う
み
ん
な
の
手

▲山王御祭礼番附（一部）

C
２
０
１
０
千
代
田
区
／
「
森
崎
書
店
の
日
々
」
製
作
委
員
会

第５回ちよだ文学賞第５回ちよだ文学賞第５回ちよだ文学賞

大賞は脇真珠さん「夏の宴」に

第５回ちよだ文学賞

大賞は脇真珠さん「夏の宴」に大賞は脇真珠さん「夏の宴」に大賞は脇真珠さん「夏の宴」に

１１００
月月
２２３３
日日
（（土土））

福福
祉祉
まま
つつ
りり



10
月
14
日
（木）
ま
で
区
営
住
宅
の
入

居
者
を
募
集
し
ま
す
。

住
宅
の
概
要

図
表
１
の
と
お
り

対
象

次
の
①
〜
⑥
の
条
件
を
す
べ

て
満
た
す
成
年
者（
20
歳
未
満
の

既
婚
者
、
婚
約
者
を
含
む
）

①
申
込
者
本
人
が
区
内
に
引
き
続
き

１
年
以
上
在
住
し
て
い
る

②
同
居
親
族
が
い
る

③
世
帯
の
所
得
が
定
め
ら
れ
た
基
準

内
で
あ
る
＝
図
表
２
＝

④
現
に
住
宅
に
困
り
、
自
ら
が
住
む

た
め
の
住
宅
を
必
要
と
し
て
い
る

⑤
住
民
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

⑥
申
込
者
ま
た
は
同
居
親
族
が
暴
力

団
員
で
は
な
い

対
象

区
営
住
宅（
世
帯
用
）の
条
件

（
②
を
除
く
）を
満
た
す
60
歳
以
上

の
方（
経
過
措
置
あ
り
）

対
象

区
営
住
宅（
世
帯
用
）の
条
件

（
②
を
除
く
）を
満
た
す
65
歳
以
上

の
方

―
い
ず
れ
も
―

原
則
と
し
て
、
自
家
所
有
者
（
住

宅
ま
た
は
土
地
所
有
者
・
共
有
持
分

を
含
む
）
は
申
込
み
が
で
き
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
情
報
コ
ー
ナ
ー（
区
役

所
２
階
／
日
曜
を
除
く
）、
出
張
所
、

ま
ち
づ
く
り
総
務
課（
区
役

所
５
階
／
土
・
日
曜
を
除
く
）

で
配
布
す
る
「
申
込
み
の
し

お
り
」を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

「
申
込
み
の
し

お
り
」
を
ご
覧
の
上
、
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
所
定
の
封
筒
で
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
（
10
月
14
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私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
問
題
。

特
に
地
球
温
暖
化
は
、
緊
急
の
対
策

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
問
題

は
大
人
だ
け
で
な
く
、
次
世
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
環
境
に
配

慮
し
た
生
活
を
考
え
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
今
回
、
区
立
中
学
校
の
生
徒

が
「
地
球
温
暖
化
を
防
ご
う
！
」
を

テ
ー
マ
に
考
え
た
標
語
を
展
示
し
ま

す
。
生
徒
た
ち
の
力
作
を
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

と
き

10
月
８
日
（金）
〜
15
日
（金）
８

時
30
分
〜
20
時

※
土
・
日
・
祝
日
は
９
時
〜
17
時
、

最
終
日
は
14
時
ま
で

会
場

区
民
ホ
ー
ル
（
区
役
所
１
階
）

問
合
せ

環
境
・
温
暖
化
対
策
課
普

及
啓
発
係1

５
２
１
１
―
４
２
５
３

消
費
者
の
誤
使
用
や
不
注
意
が

原
因
で
、
次
の
よ
う
な
電
気
製
品

の
事
故
が
起
き
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
電
気
製
品
を
た
こ
足
配
線
で
使

用
し
て
い
た
と
こ
ろ
コ
ー
ド
か

ら
発
火
し
た

延
長
コ
ー
ド
や
テ
ー
ブ
ル
タ
ッ

プ
は
、
使
用
で
き
る
電
流
の
限
度

が
あ
り
ま
す
。
法
律
で
、
製
品
の

表
面
に
使
用
で
き
る
電
流
の
表
示

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
使

用
す
る
前
に
必
ず
警
告
表
示
を
確

認
し
、
表
示
さ
れ
て
い
る
定
格
電

力
の
合
計
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

※
定
格
電
力
＝
設
計
上
安
定
し
て

利
用
で
き
る
値

■
電
気
製
品
の
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ

ン
ト
に
差
し
込
ん
だ
と
こ
ろ
火

花
が
散
っ
て
発
煙
し
た

電
源
コ
ー
ド
は
、
２
本
の
電
線

で
で
き
て
お
り
、
電
線
同
士
が
直

接
接
触
し
て
し
ま
う
と
、
瞬
間
的

に
大
き
な
電
流
が
流
れ
て
火
花
が

発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

日
常
的
に
コ
ー
ド
を
引
っ
張
っ

て
プ
ラ
グ
を
引
き
抜
い
て
い
る
と
、

プ
ラ
グ
付
近
で
電
線
が
露
出
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
コ
ー
ド
は
引

っ
張
ら
ず
に
、
プ
ラ
グ
部
分
を
持

っ
て
抜
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
コ
ー
ド
の
上
に
物
を
の

せ
た
り
、
コ
ー
ド
を
束
ね
た
ま
ま

使
用
し
た
り
す
る
と
、
事
故
に
つ

な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
コ
ー

ド
が
過
剰
に
熱
く
な
る
、
変
な
に

お
い
が
す
る
な
ど
、
異
常
が
あ
っ

た
ら
す
ぐ
に
使
用
を
中
止
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

1
５
２
１
１
―
４
３
１
４

区営住宅・
区営高齢者住宅

あき家入居者募集

▼図表１　住宅の概要

区分 住宅の名称 住戸面積
間取り

予定使用料
（円／月）

共益費
（円／月）入居家族 募集

戸数

神保町高齢者住宅
（神田神保町２－４０）

四 番町アパート
（四番町１）

水 道 橋 住 宅
（三崎町２－２２－１２）

６２.３ｍ２ ４１,５００～６１,８００
（８１,５００）※１

１９,４００～２９,０００
（３８,２００）※１

１７,９００～３５,１００

２人以上 １戸

１戸

１戸

３ＤＫ

３１.２ｍ２

１ＤＫ

３３.１ｍ２

１ＤＫ
単身

単身

※２

※２

共益費
３,０００

※１　住宅使用料の（　）内は障害者等世帯の上限額です。
※２　住宅共用部分の水道・電気料金、廊下・階段・排水管の清掃費等は、入居者の負担になります。

区営
住宅

区営
高齢者
住宅

▼図表2　所得基準

入居家族数
所得金額（円）

一般世帯 障害者等世帯

０～１,８９６,０００

０～２,６５６,０００

０～３,０３６,０００

０～２,５６８,０００

０～３,３２８,０００

０～３,７０８,０００

０～３,４１６,０００ ０～４,０８８,０００

単身

０～２,２７６,０００ ０～２,９４８,０００２人

３人

４人

５人

※障害者等世帯は、一般世帯より所得が多くても申し込
　むことができます。

区
営
住
宅
（
世
帯
用
）

区
営
住
宅
（
単
身
用
）

区
営
高
齢
者
住
宅（
単
身
用
）

中
学
生
の
環
境
標
語
展

く

ら

し

の

安

全

安

心

・

プ
ラ
グ
や
コ
ー
ド
の
取
扱
い
に
注
意
を

9

千
代
田
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
社
会
実
験

大
丸
有
地
区
・
周

辺
地
区
環
境
交
通
推

進
協
議
会
は
、
環
境

に
や
さ
し
い
交
通
シ

ス
テ
ム
の
構
築
や
街
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

を
目
指
し
、
神
田
・
秋
葉
原
・
神
保
町
周

辺
で
マ
ル
チ
ポ
ー
ト
型（
＊
）の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
サ
イ
ク
ル
社
会
実
験
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
社
会
実
験
で
は
、
普
通
自
転
車
に

加
え
、
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
も
一
部
活

用
し
ま
す
。
ス
タ
ー
ト
時
や
坂
道
走
行
の

快
適
さ
を
、
ぜ
ひ
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
身
近
な
交
通
手
段
と
し
て
の
自

転
車
を
、
買
い
物
や
業
務
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
活
用
し
、
目
的
地
ま
で
の
移
動

の
し
や
す
さ
を
再
発
見
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
マ
ル
チ
ポ
ー
ト
型
＝
ど
こ
の
駐
輪
場
で

も
自
転
車
の
貸
出
・
返
却
が
可
能
な
シ

ス
テ
ム
の
こ
と

と
き

10
月
25
日
（月）
〜
11
月
24
日
（水）

※
利
用
時
間
は
、
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
。

利
用
料
金

１
日
２００
円

※
初
回
利
用
時
の
み
登
録
料
３００
円
が
必
要

利
用
方
法

直
接
各
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
へ

※
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
設
置
箇
所
・
利
用
時

間
な
ど
詳
し
く
は
、
社
会
実
験
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http://m

etroad.jp

）を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
２００
円
の
利
用
料
金
で
、
１
日
に
何
度
で

も
自
転
車
を
利
用
で
き
ま
す
（
１
回
の

利
用
は
、
原
則
１
時
間
以
内
に
な
り
ま

す
）。

問
合
せ

環
境
交
通
推
進
協
議
会
事
務
局

1
０
８
０
―
５
８
７
１
―
６
９
４
２

（区）
環
境
・
温
暖
化
対
策
課
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
係
　
　
1
５
２
１
１
―
４
２
５
６

環
境
に
や
さ
し
い
自
転
車
を
共
同
利
用
し
ま
せ
ん
か

明大通り

「
地
球
温
暖
化
を
防
ご
う
！
」

日
（木）
ま
で
の
消
印
が
あ
り
、
18

日
（月）
ま
で
に
届
い
た
も
の
に
限

り
受
け
付
け
）。
申
込
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

抽
選
日

11
月
２
日
（火）

入
居
予
定

平
成
23
年
１
月
ご
ろ

問
合
せ

ま
ち
づ
く
り
総
務
課
住

宅
管
理
係1

５
２
１
１
―
３
６
０
７

出典　NITE「身・守りハンドブック2010」

▲電気アシスト自転車

　千代田区2010

消費生活センター
イメージキャラクター
「キッくん」
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広　　告

結
婚
・
出
産
・
育
児
の
た
め
に
女

性
が
仕
事
を
辞
め
る
こ
と
な
く
、
働

き
続
け
ら
れ
る
社
会
を
実
現
す
る
た

め
の
講
座
を
、
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
Ｍ
Ｉ
Ｗ

ミ

ュ

ウ

と
明
治
大
学
ジ
ェ
ン
ダ

ー
セ
ン
タ
ー
、
就
職
キ
ャ
リ
ア
支
援

セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
で
開
催
し
ま

す
。将

来
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
し

な
が
ら
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
か
、
男
女
と
も
に

考
え
ま
す
。

▼
講
座
「
私
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
」

と
き

11
月
15
日
（月）
14
時
40
分
〜
16

時
10
分

定
員

１００
名（
申
込
順
）

講
師

牛
尾
奈
緒
美
さ
ん（
明
治
大

世
界
の
現
状
、
ベ
ト
ナ
ム
の
状
況
を

学
ぶ国

、
国
際
機
関
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
国
際

協
力
で
実
際
に
活
躍
し
て
い
る
方
々

の
活
動
か
ら
、
世
界
の
現
状
や
ベ
ト

ナ
ム
の
状
況
、
人
々
の
生
活
の
様
子
、

私
た
ち
の
生
活
と
の
結
び
つ
き
等
を

学
び
ま
す
。
環
境
、
貧
困
、
平
和
、

人
権
等
の
問
題
を
、
地
球
市
民
の
一

員
と
し
て
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

を
考
え
ま
す
。

と
き
・
内
容

左
図
表
の
と
お
り

会
場

区
役
所
４
階
会
議
室

定
員

各
回
50
名（
申
込
順
）

※
１
回
だ
け
の
受
講
も
で
き
ま
す
。

申
込
み

電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

（
７
面
参
照
）で
国
際
平
和
・
男
女

平
等
人
権
課（
1
５
２
１
１
―

４
１
６
５
　kokusaidanjo@

city.chiyoda.lg.jp

）へ
。

学
教
授
）

▼
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
先
輩
に
き
い
て

み
よ
う
」

と
き

11
月
26
日
（金）
18
時
30
分
〜
20

時
30
分

定
員

２００
名
（
申
込
順
）

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

牛
尾
奈
緒
美

さ
ん

パ
ネ
リ
ス
ト

松
尾
紀
子
さ
ん（
フ

ジ
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）、
村

山
義
尚
さ
ん（
区
内
企
業
勤
務
・

共
働
き
育
児
中
）

―
い
ず
れ
も
―

会
場

明
治
大
学
リ
バ
テ
ィ
タ
ワ
ー

（
神
田
駿
河
台
１
―
１
）

申
込
み

電
話
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル（
７
面
参
照
）

に
希
望
講
座
名
を
記
入
し
、
男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
Ｍ
Ｉ
Ｗ（
1

５
２
１
１
―
８
８
４
５
6
５
２
１
１

―
８
８
４
６

m
iw
@
c
ity
.

chiyoda.tokyo.jp

）へ
。

５
年
に
１
度
実
施
す
る
国
勢
調

査
は
、
平
成
22
年
が
実
施
年
に
な

っ
て
お
り
、
９
月
下
旬
か
ら
調
査

員
が
皆
さ
ん
の
お
宅
を
訪
問
し
、

調
査
票
を
配
布
し
ま
し
た
。

記
入
し
た
調
査
票
は
、
１０
月
７

日
（木）
ま
で
に
返
信
用
封
筒
に
入
れ

て
、
ポ
ス
ト
に
投
か
ん
し
て
く
だ

さ
い
。
新
た
に
調
査
員
に
よ
る
回

収
を
希
望
す
る
場
合
は
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

回
答
も
１０
月
７
日
（木）
ま
で
で
す
の

で
、
早
め
の
回
答
を
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
調
査
票
が
手
元
に
届

い
て
い
な
い
場
合
は
、
お
手
数
で

す
が
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

統
計
担
当
課

1
５
２
１
１
―
４
１
８
２

10
月
は
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
月
間
（
略
称
＝
３

Ｒ
推
進
月
間
）で
す
。
３
Ｒ
は
、
ご
み

を
減
ら
し
、
資
源
を
大
切
に
使
う
暮

ら
し
方
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。

リ
デ
ュ
ー
ス（
発
生
抑
制
）

マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
す
る
。
過
剰

包
装
を
避
け
、
詰
め
替
え
商
品
や
長

く
使
え
る
も
の
を
選
ぶ
。

リ
ユ
ー
ス（
再
使
用
）

使
え
る
も
の
は
大
切
に
何
度
も
使

う
。
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
や
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
利
用
す
る
。

リ
サ
イ
ク
ル（
再
生
利
用
）

再
資
源
と
し
て
再
生
利
用
す
る
。

使
い
終
わ
っ
た
物

は
分
別
し
て
資
源

ご
み（
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
、
ビ
ン
、
缶
、

古
紙
等
）へ
。

皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
の
行
動
が
、
ご
み
の
焼
却
や
埋

立
て
処
分
に
よ
る
環
境
へ
の
悪
い
影

響
を
減
ら
し
、
限
り
あ
る
地
球
の
資

源
を
有
効
に
繰
り
返
し
使
う
循
環
型

社
会
を
作
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
ち
歩
く
こ

と
か
ら
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

千
代
田
清
掃
事
務
所

1
３
２
５
１
―
０
５
６
６

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
め
ざ
す
講
座

私
た
ち
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
―
子
育
て
中
も
働
き
続
け
る
―

秋
の
ち
よ
だ
地
球
市
民
講
座
２
０
１
０

世
界
を
考
え
よ
う

回答提出は
１０月７日（木）までに

１０
月
は
３
Ｒ
推
進
月
間

ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力（
Ａ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
）首
脳
会
議
が
、
11
月
13
日

（土）
・
14
日
（日）
に
、
横
浜
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
都
内
で
は
11
月
14

日
（日）
ま
で
を
、テ
ロ
警
戒
強
化
期
間

に
設
定
し
、
期
間
中
は
都
内
各
地
で

警
察
を
中
心
と
し
た
大
規
模
な
警
備

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

区
内
に
は
、
官
公
庁
等
の
首
都
機

能
が
集
中
し
て
い
る
た
め
、
検
問
や

駅
の
警
戒
強
化
な
ど
、
特
に
厳
戒
な

警
備
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
警
備
へ
の

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
不
審
な
人
や
物
な
ど
を
見

か
け
た
と
き
は
、
１１０
番
通
報
か
最
寄

り
の
警
察
署
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

麹
町
警
察
署

1
３
２
３
４
―
０
１
１
０

丸
の
内
警
察
署

1
３
２
１
３
―
０
１
１
０

神
田
警
察
署

1
３
２
９
５
―
０
１
１
０

万
世
橋
警
察
署

1
３
２
５
７
―
０
１
１
０

（区）
安
全
生
活
課
安
全
危
機
管
理
係

1
５
２
１
１
―
４
２
５
１

１１
月
１３
日
(土)
・
１４
日
(日)
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
開
催

警
備
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

▲ベトナムのロントゥアン小学校で交流

※時間はいずれも１８時３０分～２０時３０分

と　き 内　　　容 講　師

第１回
１１月２日(火)

第２回
１１月１０日(水)

第３回
１１月１７日(水)

第４回
１１月２４日(水)

第５回
平成２３年
２月２日(水)

ＪＩＣＡ地球ひろば
市民参加協力アドバイザー

ＮＰＯ法人　
開発教育協会　事務局長

山崎唯司さん

中村絵乃さん

ＮＰＯ法人
ベトナム子ども基金事務局

近藤　昇さん

ベトナム留学生
レ・ファン・カン・フンさん

愛媛大学准教授

中道仁美さん

ファシリテーター

ベトナム体験ツアー参加者

山崎唯司さん

元青年海外協力隊員
古関陽子さん

JICA国際協力出前講座「元青年海外協力隊員からの
ベトナム報告」 

JICAの元青年海外協力隊員が、２年間のベトナムでの
活動から「気づき」「学び」を皆さんに報告します。

ケータイの一生（ワークショップ）
手軽で便利な今や生活に欠かせない携帯電話の裏側
に、どんな世界があるのでしょう。携帯電話を切り口に、
私たちの消費と世界のつながり、今後のあり方を考え
ます。

国際協力の現場から（１）

急激な経済発展をとげるベトナム社会。しかしその裏
には、ギリギリの生活の中、親を手伝って働き、文房具に
も不自由しつつ勉強している子どもたちが大勢います。
元留学生の呼びかけで始まった、日本からの教育支援
についてベトナムからの留学生を交えて報告します。

国際協力の現場から（２）
ベトナムの若者に安全な農作物作りを教え、それが普
及するよう、日本の農家がＮＰＯを立ち上げて活動して
います。日本への農業研修生派遣と現地での活動を紹
介します。

ベトナム体験ツアー報告会

体験ツアー参加者が実際にベトナムで体験したＮＧＯ
活動の視察や子どもたちとの交流等を報告します。

☆広報千代田では有料広告の掲載を募集しています。広告掲載希望は広報広聴課へ。15211－4174☆
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▲おとな縁日（出世不動通り）

館　　名

し ょ う け い 館

千 秋 文 庫

逓 信 総 合 博 物 館

東京国立近代美術館

東京国立近代美術館
工 芸 館

日本カメラ博物館

ニューオータニ美術館

三菱一号館美術館

戦傷病者とその家族の労苦を伝える証言映像も昨年度後期分を含めると１００本を
越えました。今回は、昨年度前期に収録した映像と関連資料の一部を紹介します。

平安時代から江戸時代にかけての武家の興亡の歴史を、
古戦場絵図・武具図・古記録などによって紹介します。

ドローイングの特徴のひとつである触覚性に着目した小企画。視覚と触覚の関係
を探るために、薄闇の中で作品を見る機会を特別に設けています。３１点を展示。

現代という時代を映すような工芸作品を紹介するシリーズ展。今回は、
茶の湯に対する作家の思考や、現在における茶の湯の造形を考える。

多岐にわたるコレクションで知られる東京富士美術館の所蔵作品の中から、近代日
本画の巨匠たちが描き出した季節感あふれる名品２８件４１点を展示します。

世界的な音楽家であると同時に画家でもある葉加瀬太郎さんの絵画のほか、
絵はがき・切手など「えがお」と「てがみ」をテーマとして展示を行います。

世界最大かつ最高の技術を有していたドイツのツァイス・イコンおよび前身社であ
る当時の４大カメラメーカーのカメラの歴史を、２期に分けて展示・紹介する。

４００円

無料

１１０円

４２０円

1３２３４－７８２１

1３２２１－４１１１

～１２/９(木)

～１１/２３（祝）

～１０/１７(日)

～１１/２１（日）

１０/１６（土）～１１/２８（日）

～１１/７(日)

～１２/５（日）

催　し　物 会　期 展示内容等 料金 電話休館日

美術館・博物館等の催し

1３２６１－００７５

1５７７７－８６００
（ハローダイヤル）

1５７７７－８６００
（ハローダイヤル）

1５７７７－８６００
（ハローダイヤル）

1３２４４－６８２１

９００円
（宿泊客は無
料）

３００円

５００円

１,３００円

３００円

無料

1３２６３－７１１０

日・祝日

明治２０年代に計画された「丸の内美術館」を紹介するほか、静嘉堂・東洋文庫所蔵
の名品、三菱企業やゆかりの個人が所蔵する作品約１２０点を展示します。

～１１/３(祝)

１０/９（土）～１２/１２（日）

～１２/３（金）

明治大学が発掘調査した茨城県小美玉市玉里舟塚古墳。全国的にも珍しい
横座り式の馬形埴輪や多彩な人物埴輪、1ｍ近い大型の埴輪群を紹介します。

SPring-８の概要や研究を基に開発された製品、光の歴史、放射光発生の原
理についての紹介のほか、「光に関するクイズ」にチャレンジできます。

新収録映像　企画上映会

「戦いのしるし―古戦場絵図・武
具図展」

ツァイス・イコン・カメラ展

三菱が夢見た美術館―岩崎家と
三菱ゆかりのコレクション

王の埴輪―玉里舟塚古墳の埴輪
群―

新しい光が時代をつくる―大型放
射光施設SPring-8―

ギャラリー４
「手探りのドローイング」

現代工芸への視点―茶事をめぐっ
て

〈てがみ〉で〈えがお〉を奏でよ
う　meets  葉加瀬太郎

東京富士美術館所蔵　日本画に見る四季
の美展―大観から玉堂・清方・松園まで―

明 治 大 学 博 物 館

文 部 科 学 省
情 報 ひ ろ ば

※印の施設は、月曜が祝日のとき開館し、翌火曜を休館します。　

土・日・
祝日

月 

月※

月※

月※

月※

月※

月※
１０/１６

1３２９６－４４４８

1６７３４－２１７０

（５面のつづき）

無料～１０/１７（日） 国会議員の在職期間が２５年に達した者は、院議をもって永年在職
の表彰決議が行われる。戦後、表彰された議員を順次紹介する。

永年在職表彰元議員肖像画展ⅠX衆議院憲政記念館 月の末日 1３５８１－１６５１

認知症は、さまざまな原因か
ら脳の細胞が壊れることで判断
力・記憶力などの認知機能が低
下し、生活に支障をきたす状態
です。最も多い原因は、脳の神
経細胞が徐々に傷んでくるアル
ツハイマー病です。続いて多い
のが、脳梗塞（こうそく）や脳出
血・脳動脈硬化で、脳の神経細
胞に栄養・酸素が行き渡らず脳
細胞が壊れる脳血管性の認知症
です。

認知症の発症を遅らせるには、
血圧・糖尿病などの生活習慣病
を管理し、脳の血管をしなやか
に保つことや絶えず脳に刺激を
与えて脳を若々しく保つことが
有効です。
何事も「面倒」になり興味関

心が持てなくなると、脳の老化
が加速します。今までと違うや
り方や新しいことに挑戦してい
ると、脳に新しい回路が生まれ
て活性化してきます。積極的に
外へ出て体と心に刺激を与えて
楽しむことが大切です。
区は、介護予防の運動教室や

各種講座を身近なところで開い
ていますので、お問い合わせく
ださい。
問合せ 高齢介護課介護予防係

1５２１１－４２２２

認知症って防げるの？

介 護 予 防 コ ー ナ ー

■事業主の方へ
区は、障害者雇用促進援助給付

に際し、国・都の支給対象外の中
小事業所が、障害者を雇用・実習
受入れした場合に、事業者に援助
金等を支給します。
※雇用・実習受入れのために、環境
整備工事・補助具が必要な場合に
は、環境整備助成金を助成します。
※実習受入れは、（区）障害者就労支
援センターに登録している実習者
を受け入れる場合に限ります。
■実習生の方へ
区は、障害者就労支援センター

の登録者が一定の期間実習を行っ
た場合、奨励金を支給します。
申請要件・給付内容など詳しく

は、お問い合わせください。
問合せ 生活福祉課障害者支援係

1５２１１－４２１７　
6３２６４－０９２７

seikatsufukushi@city.chiyoda.
lg.jp

障害者雇用促進
援助金等の給付

ケアハウスいわもと
単身用居室入居者を募集

シルバーパスの購入を
満７０歳以上の都民は、都営バ

ス・都営地下鉄・都電・都内民営
バスで使える「東京都シルバーパ
ス」が購入できます。満７０歳になる
月の初日から申し込めます。有効
期間は発行日から平成２３年９月３０
日までです。
申込場所 最寄りのシルバーパス
取扱いバス営業所、都営地下鉄定
期券発売所
対象 ①平成２２年度の住民税「課
税」の方
②平成２２年度の住民税「非課税」の
方
③平成２２年度の住民税「課税」で、平
成２１年の合計所得金額が１２５万円
以下の方
費用 対象①の方＝２０,１５０円
対象②③の方＝１,０００円

■必要書類 住所・氏名・生年月
日が確認できるもの(保険証など)

■追加書類 対象②③の方は次の
いずれか１点が必要です。
対象②の方
・「平成２２年度納入通知書（介護保
険料額決定通知書）」の所得段階
区分欄に「１」「２」「３」「特例
４」「４」いずれかの記載がある
もの
・「平成２２年度住民税非課税証明書」
・「生活保護受給証明書（生活扶助
の記載があるもの）」
対象③の方
・「平成２２年度納入通知書（介護保
険料額決定通知書）」の所得段階
区分欄に「５」の記載があるもの

・「平成２２年度住民税課税証明書」
問合せ (社)東京バス協会

1５３０８－６９５０
（区）高齢介護課在宅支援係

1５２１１―４２２０

自炊ができない程度の高齢者の
共同食堂・共同浴室付き住まいで、
利用できるサービスは、食事の提
供(１日３食)、浴室の準備・提供、
生活相談等です。
単身者用居室(２３.２m２)１室の入居

者を１０月２０日(水)まで募集します。
対象 区内に1年以上在住の６０歳以
上で次のすべてに該当する方
・ 家族等による援助が困難な方
・利用料が負担可能で、保証人を
立てられる方
利用料 １２１,８１０円～２０３,８１０円(単身

者用居室の目安)
※所得により変動します。
※居住に要する費用＋サービスに
要する費用＋生活費(食事代を含
む)です。個人使用の光熱水費・
日常生活費等は、別途個人負担と
なります。
申込みの必要書類
・ケアハウス利用申込書
・住民票(３か月以内に発行のもの) 
・入居者本人の収入等証明書類
・ 医療証明書
※ケアハウスでは介護を提供しな
いため、入居後、軽度の介助が必
要になったときは、個人負担で外
部の介護サービスを利用していた
だきます。
申請書の配布・申込み 直接岩本
町ほほえみプラザ(岩本町２－
１５－３1５８２５－３４０７6

５８２５－３４０８〈午前１０時～
午後５時〉)へ。

掲載した写真を差し上げます。詳しくは、広報広聴課へ。



■四番町保育園「大きくなったかな」
保育園入園前のお子さんの身長・体

重を測ります。１０月２０日・１１月１０日の
いずれも水曜９時２０分～１４時３０分、
四番町１１1３２３４－２２６９、要予約
■いずみこども園「こども園に遊びに
来ませんか」
１１月４日(木)１０時～１２時、０歳～２歳
児の親子２組(申込順)、神田和泉町1
1３８６６－９９３８、要予約、食事つき

親子自然体験バスハイク
東京ドーム２２個分の公園で遊ぼう。
１０月２３日(土)９時～１６時、千葉市昭
和の森（千葉市緑区・雨天時は千葉県
立中央博物館）、区内在住・在学の小学
生とその保護者７０名(申込順)、参加費＝
大人２４０円、直接神田児童館(外神田
３－４－７1３２５３－６０２１)へ。

町地区の児童館のお祭りです。当
日直接会場へ。
■パート１　よんばんちょうまつり
１０月２３日(土)１３時～１６時、四番町児童

館(四番町１１1３２３４－３０８４)
■パート２　いちばんちょうまつり
１０月３０日(土)１３時～１６時、一番町児童
館(一番町１０1３２３０－０８６６)

区役所の代表電話　3264ー2111（5）No. 1289 22.10.5

▲和泉橋地区総合防災訓練（和泉公園）

館　　名

相田みつを美術館

イタリア文化会館

出 光 美 術 館

科 学 技 術 館

神 田 明 神 資 料 館

宮内庁三の丸尚蔵館

国立演芸場展示室

国 立 劇 場
伝 統 芸 能 情 報 館

国 立 公 文 書 館

相田みつをは、自分との対話から言葉を生みだしています。新刊「ある日自
分へ」出版を記念して、自分との対話から生まれた作品を中心に紹介。

１９５０年代から映画界に大きな足跡を残してきた大女優、ソフィア・ローレン。第２２回「高松宮殿下記念世界
文化賞」演劇・映像部門受賞を記念し、出演作品のカットや家族等の貴重な写真や映画ポスターを展示。

TryScience(トライサイエンス)のホームページ（http://www.tryscience.org/
jp/）で紹介されているメニューの中からいくつかを、皆さんと一緒に実験します。

館所蔵品、特に、神社・新事に関する資料を展示します。
江戸時代のおみくじやお守りも展示します。

明治時代のさまざまな寄席ビラを展示、また寄席文字と呼ばれる寄
席独特の文字も紹介。演芸の楽しい成果をお楽しみください。

江戸時代に活躍した禅僧仙　。現代にも通じる禅の心と、明るく機
知に富み、あたたかみあふれる作品の数々を展示します。

宮内庁書陵部が所蔵する、日本書紀・古今和歌集・源氏物語・五箇条御誓文、憲法
発布図式など、古代から近代に至る古典や公文書、埴輪など４１件を展示します。

無料

８００円

１,０００円

1６２１２－３２００

主に企画展・特別展を掲載しています

1３２６５－７０６１

１０/１４(木)～１６(土)

～１１/１４（日）

１０/２４(日)

～１０/１７（日）

～平成２３年１/２７（木）

～１２/２０（月）

～１１/３(祝)

～１１/２８（日）

催　し　物 会　期 展示内容等 料金 電話休館日

美術館・博物館等の催し

1３２６４－６０１１
内線１３・１４

1５７７７－８６００
（ハローダイヤル）

1５７７７－８６００
（ハローダイヤル）

無料

無料
（入館料は別
途必要）

1３２５４－０７５３

無料

無料

無料

無料

無料

1５２０８－１０６３

平日

月  ・金

 １２/２９～
 １/２

１０/２２・２５・２６
２８・２９・３１

明治期に考案された発明の数々を当館所蔵の公文書を通して紹介します。今につな
がる発明と産業技術の歴史を、発明を巡るさまざまな物語と供にお楽しみください。

国立劇場の伝統芸能伝承者養成事業の「歌舞伎俳優養成」は、今年で４０年を迎えました。
これを記念して、歌舞伎俳優養成事業の概要と成果を資料を交えて紹介します。

～１０/２１(木)

～１０/３１(日)

1３２６５－７０６１

古い宗教的な空間や儀式空間・伊勢神宮・富士山・恐山など、日本各地に残る
時代を超えた文化を捉えた作品約７０点(すべてモノクロ)を展示・紹介します。

第４６回企画展
「ある日自分へ」

ソフィア・ローレン写真展

特別展「皇居の文庫　書陵部の名
品」

公文書にみる発明のチカラ―明
治期の産業技術と発明家たち―

土田ヒロミ作品展「俗神」

企画展「歌舞伎俳優養成４０年の歩
み」

日本IBM TryScience実験教室

館所蔵品展

生誕２６０年　仙　―禅とユーモ
ア―

演芸資料展「寄席ビラの楽しさ―
寄席文字入門―」

ＪＣＩＩフォトサロン

※印の施設は、月曜が祝日のとき開館し、翌火曜を休館します。　

月

祝日は開館

祝日は開館

月 

※

1３２６１－０３００

1３２１４－０６２１

月(祝日は開
館)・１０/１６

ぞくしん

ふみくら

せんがい

自然環境情報ひろば
丸の内さえずり館

～１１/１１（木） 無料世界や日本の各地における、ごみを減らすためのしくみや取組み事
例を紹介し、「脱・使い捨て社会」について考える企画展。 1３２８３－３５３６

FoE Japan企画展「しくみを作れば、ごみ
は減る！～脱・使い捨て社会をめざそう」

土・日・
祝日

国民年金

10月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２
３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
１０ １１ １２ １３ １４ １５ １６
１７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３

３１
２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０

11月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ １０ １１ １２ １３

１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０

２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７

２８ ２９ ３０

保育園

神田児童館

区内には６つの地区ごとに長寿
会があり、懇親旅行や毎月の誕生
会・例会などの楽しい催しを行い、
会員同士の親睦を深めています。
ぜひ参加してみませんか。
対象 ６０歳以上の区内在住者
問合せ 高齢者センター

1３２６５－３９８１

扶養親族等申告書の提出を
老齢または退職を理由とする年

金で、年金支給額が１０８万円以上
(６５歳未満)／１５８万円以上(６５歳以
上)の場合、年金に所得税が課され、
年金支払時に源泉徴収されます。
源泉徴収の対象者には、日本年

金機構が１１月上旬までに「扶養親族
等申告書」を送付します。必要事
項を記入し、１２月１日（水）（必着）まで
に返信してください。この申告書
は、平成２３年分の年金にかかる所
得税を計算するために必要です。
提出しないと、提出した場合と比
べて多くの所得税が源泉徴収され
ますので、必ず提出してください。
千代田年金事務所 1３２６５－４３８１

長寿会に入会してみませんか

じどうかんまつり
in  こうじまち

コース と　　　き 定　員

や さ し い
エクセルコース

ワ ードコ ー ス

パ ソ コ ン
入 門コース①

パ ソ コ ン
入 門コース②

１０月２６日・１１月２日・９日・１６日のい
ずれも火曜（全４回）

１０月２９日・１１月５日・１２日・１９日のい
ずれも金曜（全４回）

１０月２６日・１１月２日・９日・１６日のい
ずれも火曜（全４回）

１０月２９日・１１月５日・１２日・１９日のい
ずれも金曜（全４回）

各コース
８名（抽選）

午前１０時～
正午

午後２時～
４時

シルバー人材センター　パソコン教室
とき・コース等 下表のとおり
会場 西神田庁舎５階（西神田
１－３－４）
対象 ５５歳以上の区内在住者
内容 パソコン入門コース＝マウ
ス・キーボード操作／ホームペー
ジ検索／メール送受信
ワードコース＝ワード基礎／文
書入力／デジカメ操作

やさしいエクセルコース＝エク
セル基礎／データ入力・編集／表
作成／グラフ作成
参加費 ５,０００円（教材費を含む）
申込み １０月１４日(木)までに電話でシ
ルバー人材センター(1５２８２－
３７２１)へ。
※各コースとも定員に満たないと
きは、中止の場合もあります。

ひと まち ふれあい

９月１４日に国立劇場で区内在住
の７５歳以上の高齢者約１,４６０人が
出席し、敬老会が盛大に開催さ
れました。参加者は、第１部の
昌平小学校の児童による合唱や
リコーダーの演奏、第２部の中国
雑技芸術団による曲芸や、ペギ

ー葉山さんによる歌謡コンサー
トなども鑑賞しました。児童の
演奏中には「日本一！」との声
も聞こえ、敬老会を存分に楽し
んでいました。

９月８日と９日には、今年９５
歳を迎えた児谷久子さん＝写真
上＝をはじめ、今年９５歳と１００歳に
なる方を石川雅己区長が表敬訪
問し、長寿を祝いました。
区内に住む７５歳以上の方は平

成２２年８月１日現在５,１２９人(外
国人登録を含む区民５０,４９２人の
約１０.１５％）となっています。

子どもも地域も長寿のお祝い

▲昌平小学校の児童による演奏
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■《ものと人間の文化史》150タイトル
展～暮らしの「もの」に込められ
た記憶から、現代ビジネスのヒン
トを探る～
《ものと人間の文化史》シリーズ

は、人間が歩んできた生活の営みを
「もの」や自然とのかかわりから掘り
下げ、一つ一つの「もの」に凝縮さ
れた知識と技術を詳しく解説してい
ます。今年１５０タイトル目が出版され
たのを機に、シリーズ全点を一挙に
展示します。暮らしの中にあるさま
ざまな「もの」を情報源の１つとし
てとらえ、ビジネスに活

い

かせるヒン
トを探してみませんか。
～１１月２７日（土）、千代田図書館展示ウ

ォール（区役所９階）
■旅で出逢った「染め」と「織り」～フ
ィールドワークで技術を得る～
人々は暮らしの中でその土地にあ

ったやり方を見つけ、さまざまな技
術や文化を育んできました。人の暮
らしに密接した《ものと人間の文化
史》シリーズの『藍』『草木布』『紅
花』『紫』を著した講師が、日本各地
を訪ねて集めた「染め」と「織り」の世
界を紹介します。
１１月１９日（金）１９時～２０時３０分（１８

時３０分開場）、千代田図書館特設イベ
ントスペース（区役所９階）、定員４０名
（先着順）、講師＝竹内淳子さん（「も
のと人間の文化を研究する会」主宰）、
当日直接会場へ。

■森鴎外とその弟妹たち―ある一族
の筆跡―
大妻女子大学との連携で、森鴎外

とその弟妹たちの自筆原稿や著書な
どの貴重な資料を展示します。展示
資料は、鴎外自筆の「一葉日記抄」（※）、
妹・小金井喜美子の自筆の和歌に与謝
野鉄幹・晶子が添削した原稿（※）、末
弟・潤三郎の自筆稿「慶長以来書賈
便覧」「本朝古版書目録全」などです。
彼らの表現を、マニュスクリプト（手
稿）の側面からもご覧ください。
～１１月２７日（土）、千代田図書館ミニ展

示コーナー（区役所９階）
※大妻女子大学所蔵の資料は、劣化
を防ぐため、１１月４日（木）・５日（金）の２日
間を除き複製の展示になります。

■森鴎外と末弟潤三郎―継承された
探究心―
森鴎外には、篤次郎と潤三郎とい

う２人の弟がいました。１７歳下の潤
三郎は、鴎外の「妄想」に「故郷を立つ
とき、まだやっと歩いていた」弟と

して描かれたのみで、鴎外との関わ
りを論じられることはほとんどあり
ませんでした。千代田図書館所蔵の
潤三郎の自筆稿「慶長以来書賈便覧」
「本朝古版書目録全」を紹介しながら、
歴史学者・考証学者としての潤三郎と
鴎外のかかわりを新たに探ります。当
日直接会場へ。
１１月５日（金）１９時～２０時３０分（１８時
３０分開場）、千代田図書館特設イベン
トスペース（区役所９階）、定員４０名
（先着順）、講師＝松木博さん（大妻女
子大学短期大学部教授）
■古書店の出張セミナー「としょかん
のこしょてん展示解説（和本入門）」

千代田図書館は、神田古書店連盟
と連携して月替りで古書を展示する
「としょかんのこしょてん」を開催し
ています。１１月４日（木）まで「和本入門」
と題して、平安時代筆の「後七日記」
や烏丸光広筆の「和漢朗詠集」など、
日本の書物の歴史が感じられる貴重
な古書を展示しています。今回は、
古書店主が図書館に出張して、展示
品解説セミナーを行います。和本に

親しむための基礎知識をはじめ、市
場の人気度や価格、保存状態などを、
初心者にもわかりやすく話します。
当日直接会場へ。
１０月３１日（日）１１時～１２時３０分（１０
時３０分開場）、千代田図書館特設イベ
ントスペース（区役所９階）、定員４０名
（先着順）、講師＝橋口侯之介さん（誠心
堂書店代表取締役）

―いずれも―
千代田図書館　　 1５２１１－４２９０
※１０月２４日（日）は休館します。
■千代田Web図書館を利用して「継
続的英語学習法」を学ぶ
千代田Web図書館は、英語コンテ

ンツを多数所蔵しています。それら
を使い「英語コミュニケーション力アッ
プのカリキュラム」をレベルに合わせて
作成できます。今回は、TOEIC教育と普
及に長年従事してきた講師が、千代田
Web図書館を利用した継続的な英語学
習方法を伝授します。
１０月２６日（火）１９時～２０時、千代田図
書館研修室１・２（区役所９階）、英語学
習に関心のある方２０名（申込順）、講
師＝深川善孝さん（ハイペリオン（株）
英語キャリア教育研究所所長）、電話
または直接千代田図書館カウンター
（区役所１０階1５２１１－４２８９〈祝日を除
く月～金曜１０時～１８時〉）へ。
※千代田Web図書館は、区内在住・
在勤・在学者向けのサービスです
が、千代田図書館内ならどなたで
も利用できます。

千代田図書館

千代田区小・中学生皇居駅伝大会
皇居内濠周回コース(１周５km、小

学生チーム２周・中学生チーム３周)を
走ります。1チーム６人で、学校・クラ
ブ単位です。
とき １２月１２日(日)９時～、桜田門時計
塔前集合(雨天決行)
チームの種類 小学生チーム(３～６年
生・男女の編成は自由)／中学生チー
ム(１～３年生・男女別)
参加費 小学生チーム３,０００円(区内在
住・在学者は１,５００円)／中学生チーム
５,０００円(区内在住・在学者は２,５００円）

申込み １１月２４日(水)(必着)までに郵

送で所定の申込書(スポーツセンタ
ーで配布)を千代田区陸上競技協会・
渡井(〒１０１－００４７内神田２－１－８ス
ポーツセンター内千代田区体育協会
気付1０９０－２４２５－５８１１)へ。

千代田区立図書館では、お子さんが
本に親しめるように、定期的に絵本の
読み聞かせ(３０分程度)を行っています。
■千代田図書館　15211－4289
１０月１６日(土)１５時～(幼児以上向

け)／１０月２１日(木）１１時～(乳幼児向け)
■四番町図書館　13239－6357
１０月２４日(日)１４時～(幼児以上向け)

今年のテーマは「お弁当力」。ゲス
トのHARCOさん（シンガーソングライタ
ー）と交流しながら、手作りのお弁当を
食べ、家族団らんの時を過ごします。
その他にも楽しい企画があります。
１１月１３日(土)１１時３０分～１４時、日比

谷パティオ(有楽町１－４－１・雨天時は
社会福祉協議会)、区内在住で子育て
中の親子や子育てに関心のある方７０名
(申込順)、電話・ファクシミリ・Ｅメ
ール(７面参照)または直接社会福祉協
議会(〒１０１－００６５西神田１－３－４1

５２８２－３７１１6５２８２－３７１８ chiiki@ 

chiyoda-cosw.or.jp http://www.
chiyoda-cosw.or.jp)へ。
※会場は前日１７時ごろに社会福祉協議
会のホームページで告知します。

１２月１日～２２日の毎週水曜(全４回)１５
時３０分～１６時３０分、スポーツセンター、
３歳～小学生とその保護者３０組(抽選)、
講師＝清水美子さん(ミズノグループ
専属インストラクター)、参加費＝大
人１,６００円／小学生１,０００円／幼児８００
円、１１月１０日(水)(必着)までに往復ハガ
キ(７面参照・１人１枚)に性別を記入
しスポーツセンター(〒１０１－００４７内神
田２－１－８1３２５６－８４４４)へ。

おはなし会

子育てハッピー・デー

親子 de ヨガ

▲「後七日記」寿永二年 於金剛峯寺書写

▲大妻女子大学総合情報センター　
図書館蔵　森鴎外筆「一葉日記抄」

生
活
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

毎年恒例の「千代田区文化芸術の秋
フェスティバル」を今年も開催します。
区内で活動する皆さんが、日ごろの成
果を発表します。ぜひご覧ください。
■オーケストラフェスティバル
オーケストラの重厚かつ繊細な演奏

をお贈りします。
１０月３０日(土)１４時３０分～、日経ホー
ル(大手町１－３－７) 
■コーラスフェスティバル
合唱曲・クラシック・ポップスなど

さまざまなジャンルを歌います。美し
いハーモニーをお楽しみください。
１０月３１日(日)１１時～、日経ホール
■芸能のつどい
邦楽や日本舞踊、ダンスなどさまざ

まな分野の団体が、日ごろの練習の成
果を披露します。
１１月７日(日)９時３０分～、九段会館大

ホール（九段南１－６－５）
■作品展示
絵画・書道・写真等さまざまな作品

展示と、ミニ講習会を開催します。
１１月１０日(水)～１４日(日)１０時～１９時
(最終日は１６時まで)、九段生涯学習館
（九段南1－５－１０)
※ミニ講習会の詳しい内容は、広報千
代田１０月２０日号でお知らせします。

千代田区文化芸術の秋フェスティバル

将棋・囲碁大会参加者募集

■将棋大会
１１月２７日(土)９時～(８時３０分から受付)、

一部(初段以上)／二部（１級まで）／小・
中学生の部各１６名（申込順）、審判長＝
大野八一雄

や い ち お

さん（プロ将棋棋士七段）
■囲碁大会
１１月２８日(日)９時～(８時３０分から受付）、
名人戦（五段以上）／一部（初段～四

段）／二部（１級まで）／こども名人戦（５
級以上が目安）各１６名（申込順）、審判
長＝酒井真樹さん（プロ囲碁棋士八段）

―いずれも―
九段生涯学習館（九段南１－５－１０)、参

加費＝大人６００円／中学生以下３００円、
１１月１９日（金）１７時までに所定の申込用紙
（文化スポーツ課〈区役所２階〉、九段生
涯学習館などで配布）に記入しファク
シミリまたはＥメールで文化スポー
ツ課管理係（1５２１１－３６３２6３２６４－
７９８９メ bunkasupo t su@c i t y .
chiyoda.lg.jp）へ。
※申込みの受付は①区内在住・区立学
校在学者＝１０月７日（木）９時～／②区内
在勤・在学（区立学校以外）者＝１０月
１４日（木）９時～／①②以外の方＝１０月
２１日（木）９時～

ハ ル コ



筆で年賀状を書こう～大衆書道と篆刻
て ん こ く

を学ぶ～
とめ、はね、は

らい等が少ない
「大衆書道」で年賀
状を書きます。ま
た、ハガキに合う
ひらがな一文字の落款

ら っ か ん

印も、石を篆刻
して作成します。
１１月１６日・３０日・１２月１４日のいずれ
も火曜（全３回）１９時～２０時４５分、九
段生涯学習館（九段南１－５－１０）、区
内在住・在勤・在学者２０名（抽選）、講
師＝うどよしさん(書道家)、参加費＝
１,８５０円（材料費含む）、１１月２日(火)１７時
までに電話またはホームページで九段
生涯学習館（1３２３４－２８４１○ http://
www.kudan-ll〈エルエル〉.info）へ。

気になる咳
せ き

、痰
た ん

、息切れ、大丈夫？
～正しく診断、正しく治療！～
１０月３１日(日)１３時～１５時、千代田保健
所(九段北１－２－１４)、呼吸器疾患に悩ん
でいる区内在住・在勤・在学者３０名(申込
順)、講師＝灰田美知子さん(半蔵門病
院副院長)、電話またはファクシミリ
（記入例参照）で健康推進課公害補償担
当(1５２１１－８１７４6５２１１－８１９２)へ。

命の大切さ、生きる意義、生きる意
味を再度考える機会を一緒に持ちませ
んか。「心のありかた」を中心に、セ
ミナーを開催します。
１０月２３日(土)１２時４０分～１７時３０分、ち

よだプラットフォームスクェア５階会
議室(神田錦町３－２１)、参加費＝２,０００
円、電話またはファクシミリ(記入例参
照)で千代田モラロジー事務所(1

３２５３－８９５６6３２５３－９２６７）へ。
※託児サービス（要予約）あり。

区内のお風呂屋さんでは、１０月１０日
（日）の銭湯の日に「ラベンダー湯」を
行います。北海道富良野から届いた香
りよいラベンダーを浮かべた“広～い
お風呂”でゆったりしてみませんか（小学
生以下は無料）。また、毎月２６日の「風
呂の日」も小学生以下は無料です。
※営業時間等は、お風呂屋さんにより
異なりますので、各店舗にお問い合
せください。
区内の公衆浴場 バン・ドゥーシュ
（ 町１－５－４1３２６３－４９４４）／梅の
湯（神田神保町２－８－２1３２６１－
５８９７）／稲荷湯（内神田１－７－３1

３２９４－０６７０）／お玉湯（岩本町２－２－
１４1３８６６－２３０６）
問合せ 生活衛生課生活衛生係

1５２１１－８１６４

来年1月に開催する「成人の日のつ
どい」の概要が決まりました。詳しく
は、広報千代田１２月５日号に掲載する
予定です。
平成２３年１月１０日(祝)１２時３０分～１５
時、グランドプリンスホテル赤坂(紀尾
井町１－２)、内容＝１部・式典／２部・
コミュニケーションタイム
※対象者(平成２年４月２日～平成３年４
月１日生まれの区内在住者)には、１２
月上旬に招待状を発送します。
※千代田区立の小･中学校を卒業した
区外在住者で、参加を希望する方は、
区のホームページ(http://www.city.
chiyoda.lg.jp)をご覧ください。
文化スポーツ課文化振興係

1５２１１－３６２８

千代田区民踊連盟の皆さんの出演に
よる大会です。どなたでも観覧できま
す。当日直接会場へ。
１０月２４日(日)１２時～、内幸町ホール

（内幸町１－５－１）
文化スポーツ課スポーツ振興係

1５２１１－３６２７

ボランティアセンターは、ボランテ
ィア活動等の行事で、参加者が偶然の
事故によりケガをした場合の「傷害保
険」、主催者または参加者が第三者の
身体や財物に損害を与えた場合の「賠
償責任保険」の２つの補償がセットの
行事保険を取り扱っています。秋の行
楽シーズンにぜひご加入ください。
保険料＝１人３０円～、直接ちよだボ

ランティアセンター（西神田１－３－４
西神田庁舎３階1５２８２－３７１６〈祝日を
除く月～土曜９時～１９時〉）へ。

区役所の代表電話　3264ー2111（7）No. 1289 22.10.5

人材バンク活用講座

高齢者を診察してきた医師から、長
寿者に共通するライフスタイルと、そ
の実践について講演します。２日目は
トレーナーによる実践編です。
とき・内容等 下図表のとおり
会場 いきいきプラザ一番町地下１階
カスケードホール（一番町１２）

対象 ２０歳以上で千代
田区に住民票があり
現在住んでいる方、
各回５０名（申込順）
申込み 電話で健康推
進課健康推進係（1

５２１１－８１７１）へ。

１１月１１日（木）
１３時３０分～１５時３０分

５月  １２日（金）
１３時３０分～１５時

健康寿命を延ばすライフ
スタイル

健康寿命を延ばす運動の
ポイントと実践

と   き 内　　容 講　師

白澤卓二さん＝写真＝

染谷由希さん
順天堂大学スポーツ健康科学部　

順天堂大学大学院医学研究科　

助手

教授

申込書の記入例

①催しなどの名称

②郵便番号・住所

③氏名（ふりがな）

④年齢

⑤電話番号

※託児サービス（満１歳～小学校
　就学前が対象）を希望する方は
　記入⑥お子さんの氏名（ふりがな）
　⑦生年月日
※託児サービスは本文に表示があ
　る場合
※往復ハガキの場合は返信側にも
　住所・氏名を忘れずに
※Ｅメールの場合は件名にも催し
　などの名称を。
※在勤・在学の方は勤務先（学校名）、
　所在地、電話番号を追記
※費用の記載の無いものは原則無
　料

「本の街・神保町を元気にする会」
の主催で開催します。
①１０月３０日（土）１７時～（１６時開場）

②１０月３１日（日）１６時～（１５時開場）、神
田共立講堂（一ツ橋２－２－１）、出演（敬
称略）＝①伊勢正三・太田裕美・大野
真澄／坂崎幸之助（ナビゲーター）②

中村あゆみ・山本コウタロー＆ほぼウ
ィークエンド・遠藤賢司・猫／南こうせ
つ（ナビゲーター）、チケット＝三省堂書
店神保町本店・東京堂書店神田本
店・書泉グランデで販売中（全席指
定・①②各４,２００円）
（株）フィレール　 1３２６１－６３６１

懐かしの学園祭 in 神田共立講堂

１０月１５日（金）から、箱根千代田荘に
宿泊した区民へ泊数（区民補助使用回
数）に応じた特典を差し上げます＝下
図表＝。利用時に発行する「箱根千代
田荘・湯河原千代田荘区民補助カー
ド」を必ず持参してください（カード
がない場合、特典を受けられません）。
進呈期間 平成２３年４月１日(金)まで
※進呈対象になる利用期間は、平成２２
年４月1日宿泊分からです。
対象 区内在住者（区民補助利用対象
者）

※湯河原千代田荘利用時のスタンプ
は、この特典の対象外です。
問合せ 箱根千代田荘

7０１２０－０５－４１５０(区内の固
定電話から通話料無料)

1０４６０－８６－１１５０

寒い季節は、暖を求めて家の中に入
りこんだネズミに食品や電気コードを
かじられたり、室内を排泄物で汚され
たりする被害が増えます。被害を防ぐ
には、地域ぐるみの一斉駆除が効果的
です。協力いただける方には、事前に
ネズミ用薬剤(殺そ剤)を配布します。

１０月８日(金)までに各町会へ申し込ん
でください。
※一斉駆除期間は１２月中旬です。
生活衛生課環境衛生担当

1５２１１－８１６６

特別区民税・都民税（普通徴収分第
３期分）の納期限は１１月１日(月)です。
金融機関、郵便局、区役所、出張所、
指定のコンビニエンスストアで納めて
ください。携帯電話でも納付できます。
税務課納税促進係　　1５２１１－４１９３

１０月１日からたばこ税が、国・地方あ
わせて、１本あたり３.５円引き上げられ
ました（わかば、エコーなど旧３級品
は１.６６２円）。これに伴い、１０月１日０
時現在、販売目的で２万本以上のたば
こを所持する場合に、手持品課税を実
施します。
対象の小売販売事業者には、８月に

案内を送付しました。同封の手引きを
確認の上、申告・納付をお願いします。
申告期限 １１月１日(月)
申告書提出先 営業所または貯蔵場所
の所轄税務署（都税事務所、（区）税務
課でも受け付けます）
納付期限 平成２３年３月３１日(木)
納付場所 金融機関、郵便局、営業所
または貯蔵場所の所轄税務署（国た
ばこ税のみ）、都税事務所（都たばこ税
のみ）、区税務課（区たばこ税のみ）
問合せ 町税務署　　1３２２１－６０１１
神田税務署　　　　 1３２９４－４８１１
千代田都税事務所　 1３２５２－７１４１
（区）税務課納税促進係 1５２１１－４１９３

住民税の滞納処分として差し押さえ
た不動産の公売を予定しています。
公売不動産等詳しくは、１０月８日（金）

以降に区のホームページ（http://www.
city.chiyoda.lg.jp）で公開するほか、広報
千代田１０月２０日号に掲載します。
税務課特別整理係　 1５２１１－４１９４

呼吸器講演会

「成人の日のつどい」の概要

ネズミの一斉駆除に協力を

モラロジー学習セミナー

箱根千代田荘の宿泊者へ特典

スタンプ数

３個
６個

９個

１０個

喫茶コーナーソフトドリンク券１枚
富士屋ホテル倶楽部クッキー

富士屋ホテル倶楽部スープ･
カレー詰め合わせ

湯本富士屋ホテルランチバイ
キング無料招待券（２名）

特　典

特別区民税・都民税の納付

行事保険に加入を

不動産公売のお知らせ

☆10月11日（祝）「体育の日」もごみ収集・資源回収を行います。当日の朝、８時までに出してください。 問合せ 千代田清掃事務所13251－0566☆

１０月１０日銭湯でラベンダー湯

民踊大会

たばこ税の引上げに伴う
手持品課税

生活習慣病予防教室（２日制）

オータムジャンボ宝くじは、収益金を各区市
町村に配分することを目的に発売されています。
収益金は、区市町村の明るいまちづくりや環境
対策、高齢化施策など地域住民の福祉向上のた
めに使われます。
発売場所 全国の宝くじ売場
抽せん日 １０月２６日(火)
当せん金の支払期間 １１月１日(月)～平成２３年１０月
３１日(月)
公益財団法人 東京都区市町村振興協会

1５２１０－９９４５

オータムジャンボ宝くじ １０月１９日(火)まで発売



町地域には文化的な遺産が数多
く遺されています。それらのことを学
ぶとともに、地域のボランティアとし
てまち歩きガイドができるよう、
町出張所地区連合町会地域コミュニテ
ィ活性化事業実行委員会が、養成講座
を開講します。修了者は、実際のまち
歩きガイドをしていただきます。
１０月２３日＝まち歩きガイド入門／３０
日＝野外実習(コースを踏査)／１１月６
日＝ 町の歴史を知る／１３日＝野外
実習(コースを踏査)／２０日＝ 町地域
ゆかりの人物を知る／２７日＝野外実
習、いずれも土曜（全６回）１０時～１２
時、 町区民館（ 町２－８）、定員２０
名（抽選）、受講料＝３，０００円（資料費、保
険料）、講師＝新井巖さん（わがまち人物
館館長）ほか、１０月１４日（木）（必着）まで
に往復ハガキ(７面参照）で 町出張所
（〒１０２－００８３ 町２－８1３２６３－３８３１）へ。

苦手な泳法を楽しく習得しましょう。
①がんばれ平泳ぎ１１月２日～１２月７

日の毎週火曜(祝日を除く全５回)１９時
～１９時５０分②がんばれバタフライ１１
月５日～１２月３日の毎週金曜(全５回)
１８時～１８時５０分、スポーツセンター、
１６歳以上の方各１５名(抽選)、参加費＝
３,０００円、指導員＝ミズノ専属インストラ
クター、１０月２５日(月)(必着)までに往復ハ
ガキ(７面参照･1人1枚)に性別を記入
しスポーツセンター(〒１０１－００４７内神
田２－１－８1３２５６－８４４４)へ。
※クロールで２５m泳げる方が対象
※館内への入場は開始１５分前から

１１月７日(日)１０時～、東京ドームボウリ
ングセンター(文京区後楽１－３－６１黄色
いビル５階)、区内在住で女性1人以上
を含む４人１組２０チーム(申込順)、参加
費＝１チーム３,５００円（保険料を含む・貸
靴は自己負担）、１０月２２日(金)(必着)まで
に所定の申込書（文化スポーツ課・スポ
ーツセンター〈内神田２－１－８〉で配布）
を郵送またはファクシミリで文化スポ
ーツ課スポーツ振興係(〒１０２－８６８８九
段南１－２－１区役所２階1５２１１－３６２７
6３２６４－７９８９)へ。

１１月１８日(木)８時～（雨天決行）、取手
国際ゴルフ倶楽部(茨城県つくばみら
い市)、区内在住・在勤者１５０名(申込順)、
参加費＝会員３,０００円・非会員５,０００円／
プレー代・キャディー代・飲食代など約
１５,０００円は各自精算、１０月２２日(金)(必
着)までに所定の申込書(スポーツセン
ター〈内神田２－１－８〉で配布または
千代田区地域ポータルサイト「千代田
day’s」〈http://chiyoda.days.jp〉
からダウンロード)を郵送またはファ
クシミリで千代田区ゴルフ協会・山田
(〒１０１－００３２岩本町２－６－１２曙興業（株）
1３８６２－２７２３6３８６２－２７３０)へ。
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サンキューイーワ

千代田区硬式卓球選手権大会

成人水泳教室

椅子に座って太極拳講習会

中小企業会計
啓発・普及セミナー

区民ボウリング大会

千代田区秋季ゴルフ大会

町「まち歩きガイド」養成講座

千代田区路傍文化財を歩く会

江戸城外濠とお台場を巡る“舟遊ツアー”
とき １１月６日(土)第１便１０時～／第２
便１３時～　
※雨天決行。所要時間２時間程度
コース 千代田区防災船着場～日本橋
川～神田川～お茶の水渓谷～隅田川
～お台場～千代田区防災船着場
定員 各回３０名（抽選）
参加費 ３,０００円(中学生まで１,５００円・
乗船代)
申込み １０月２０日(水)までにハガキまた
はEメール（７面参照）に希望便数･参
加人数・全員の氏名を記入しNPO法
人水都東京を創る会お台場石垣ツア

ー（〒１０３－００２２中央区日本橋室町
１－８－２末広ビル７階1３２３１－３００１
tokyo@suito.or.jp）へ。

江戸木遣り入門講座

水と石垣で検証する幕末史

アーツ千代田３３３１のコミッションワ
ーク・アーティストとしても活動す
る、日比野克彦さんの展覧会を開催し
ます。会期中は、ライヴペインティン
グや、ゆかりのゲストを招いてのトー
クなど、多彩なイベントを開催します。

「ひとはなぜ絵を描くのか」という問
いを日比野さん自らが追究する注目の
展覧会です。
１０月３０日（土）～１２月１３日（月）（日～木曜
１２時～１９時／金・土曜１２時～２０時／火
曜休場〈１１/２３は開場し翌水曜休場〉）、
アーツ千代田３３３１・１階展示室（外神田
６－１１－１４旧練成中学校）、観覧料＝一
般５００円／高校・大学生３００円／中学生
以下無料
※障害のある方とその介助者1名に限
り入場無料。入場の際に受付で障害
者手帳を提示してください。
アーツ千代田３３３１ 1６８０３－２４４１

http://www.３３３１.jp

日比野克彦 個展「人はなぜ絵を描くのか」

神田川からブラリ・クルーズ

木遣
や

りは、祝儀でも不祝儀のときで
も心を揺さぶる江戸っ子のSoulサウ
ンドです。初心者向けに、鳶頭

とびがしら

が木遣

りの基礎から指導します。
１０月１４日・１１月１１日・１２月９日・1月２０日
のいずれも木曜(全４回)１８時３０分～２０
時３０分、神田の家(外神田２－１６宮本公
園内)、区内在住･在勤者１５名（申込
順）、参加費＝１２,０００円、ファクシミリまた
はEメール（７面参照）でNPO法人神田
の家（1３２５５－３５６５6３２９１－７０１４●
kandanoie＠opal.ocn.ne.jp）へ。

千代田区は江戸城を中心にした歴史
遺産の宝庫です。区内には、歴史的建
造物、旧跡、石碑、標柱など合計６４８
もの路傍文化財があります。
今回は、千代田ユネスコ協会の主催

で、区が大切に保護してきた路傍文化
財への認識を深め、その重要さを広く
伝える実地見学会を開催します。
１０月３０日（土）１０時～（所要時間1時間
３０分～２時間・小雨決行）、コース＝地下
鉄淡路町駅・小川町駅のＡ３出口（地上）
集合→神田須田町・万世橋周辺（当日に
地図・道順・資料を配布）、定員２０名（申
込順）、参加費＝1,０００円（資料代ほか）、
ガイド＝望月義也さん（千代田ユネスコ
協会顧問）、１０月２６日（火）までに電話また
はEメール（７面参照）で千代田ユネスコ
協会・炭谷（1０９０－７７３８－１５３４○
ukikomar ia８２@yahoo.co. jp）へ。
※会員以外の方も参加できます。
※見学会終了後、希望者はガイドを囲
んで、老舗の味を楽しむ予定です。

１１月１３日(土)・１４日(日)９時～、スポーツ
センター、区内在住・在勤・在学者(中学
生以上)および千代田区卓球連盟登録
者、種目＝ダブルス（１３日）／シングルス
（１４日）、参加費＝ダブルス1組２,０００円
（中・高生１,０００円）／シングルス１,０００円
（中・高生８００円）、１０月２８日(木)(必着)ま

でに所定の申込書(スポーツセンター
で配布)を郵送で千代田区卓球連盟・
多々良(〒１０１－００４７内神田２－１－８ス
ポーツセンター内千代田区体育協会気
付1０９０－７８３８－２５４８)へ。
※スポーツセンター２階卓球場でも受
付可（火・木曜１８時～２０時）

１１月１０日（水）・１２日（金）・１７日（水）・１９日
（金）（全４回）１８時３０分～、スポーツセンタ
ー卓球場（内神田２－１－８）、区内在住・在
勤者３０名（申込順）、参加費＝２,０００円、１１
月９日（火）までに電話またはファクシミ
リ（７面参照）で千代田区太極拳連盟・
山崎（1３２５９－８０４４6３２５９－８５８７）へ。

中小企業経営者や後継者を対象に、
経営に望ましい会計のあり方と経営に
活
い

かすノウハウを学びます。
１０月２８日（木）１３時１５分～１７時、神田公
園出張所（神田司町２－２）、定員５０名（申
込順）、第１部「不況に打ち勝つ事業計
画の作成」／第２部「どうする！反転
攻勢の経営～景気回復の芽を伸ばせ

～」、講師＝中小企業診断士、１０月２１日
（木）までにファクシミリ（７面参照）でち
よだ中小企業経営支援協会事務局・小
田（1３２５４－５８９１6３２５４－５８６４）へ。

レクチャーコンサート　子どもと大人
が愉しむシューマンのピアノ曲
今年は、シューマン生

誕２００年にあたります。
シューマンの曲を得意
とする講師によるピア
ノ演奏とお話で、シュ
ーマンの魅力を伝えます。
子どもから大人まで楽しめます。
１１月２３日（祝）１４時～１５時３０分、九段生

涯学習館（九段南１－５－１０）、定員１００名
(申込順)、参加費＝①５歳以上の子ど
もとその保護者２人１組３,０００円②高校
生以上の方１名２,０００円（区内在住者・
すぽすたちよだの会員は①２,５００円②
１,５００円）、演奏曲＝「子供の情景」ほか、
講師＝竹村浄子さん(ピアニスト)＝写
真＝、１０月６日(水)１０時から電話または
ホームページで九段生涯学習館（1

３２３４－２８４１ ○http://www.kudan-ll
〈エルエル〉.info）へ。

九段ＬＬカフェ講座

オープンエアの双胴船に体験乗船　
秋葉原の和泉橋防災船着場から、万

世橋、地下鉄丸の内線の鉄橋、聖橋な
どの名橋をくぐり、都会のオアシスお茶
の水渓谷を、３０分で気軽にプチ・クルー
ズします。定期クルーズがない神田川か
ら秋葉原の街を見上げ、お茶の水の水
辺の緑を楽しんでみませんか。
とき １０月３０日（土）・３１日（日）①１０時３０分
～②１１時３０分～③１２時３０分～④１３
時３０分～⑤１４時３０分～⑥１５時３０分～
※所要時間は３０分程度
発着場所 和泉橋防災船着場（神田佐
久間町１－１１和泉橋出張所裏）
参加費 ５００円（乗船券・保険料込み）
チケット販売　前売り＝秋葉原ワシン
トンホテル（神田佐久間町１－８－３）、
千代田区観光協会(神田錦町３－２１
〈平日９時～１７時〉)、当日売り＝和泉
橋防災船着場前広場（各便５席分程
度・先着順）

※Ｅメールで優先乗船予約（５名程度）を
受け付けます。氏名・人数・連絡先を記
入し千代田区観光協会（ info@
kanko-chiyoda.jp）へ。
乗船方法 和泉橋防災船着場でチェッ
クインしてください（前売り券購入
者は５分前まで、優先乗船申込者は
１０分前まで。それ以降はキャンセ
ル扱いになります）。
問合せ 千代田区観光協会　

1３２９２－５５３０

千代田の水辺と歴史・文化を楽しむ

のこ


